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1. はしがき

古代の昔より､地図は我々の位置認識､行動決定･計画のための重要な道具であり､人々

は生活そのものを地図上でシミュレーションしてきた｡GIS(Geographiclnformat10n

System.地理情報システム)技術の出現により､地図の加工および異なった属性地図の融合･

分離が簡単に行えるようになり､地理学における分析､計画技術は飛躍的に発展した｡昨今

は､GISに時々刻々変化する時系列情報まで表現できるようになり､今や我々の生活環境を

取り巻くさまざまな時空間情報が処理できる有用なツールとして脱皮しつつある｡これは､

GISが従来の地図のシミュレーション機能にとどまらず多種多様なサイバーライフスペー

ス (仮想生活空間)を構築できる新しい生活空間学ツールとして変貌しつつあることを示哩

しており､地理学におけるパラダイムシフトの誘発要因となっている｡しかしながら､現実

社会のシミュレーションのためには､時々刻々変化する時空間データの表現や埋め込み技術

の他にもう-つ技術的に開発されねばならない重要な問題がある｡それは人間の行動/くタ-

ンの基礎となる意思決定構造をサイバーライフスペース構築に取り組むことである｡これが

可能になって初めて新しい地理学へのパラダイムシフトが可能になる0

一方､人間の価値感や好みに基づく暖昧な情報の処理法や測度､人間の意思決定過程の計

算機支援に関する解析等の研究も活発に行われてきている｡AHP(Ana一yticHierarchy

Process)が代表的手法として知られているが､最近注目を浴びている意思決定過程の数学

的分析法としてANP(AnalyticNetworkProcess)があるO筆者らはこれらAHPやANPについ

ても長年研究を進めてきた｡このANPによる意思決定分析データをGISにおける時空間デー

タと対比させ､自然環境と生活環境それに人間の意思決定と行動パターンを組み込んだ新た

なサイバーライフスペース (仮想生活空間)としての時空間地理情報システムを構築するこ

とが可能になると考えられる｡本研究では､人間の意思決定を支援する数学的手法として最

近注目を浴びている ANPを用いたサイバーライフ時空間地理情報システムの開発を目指す

ことを目的とする｡

本文の第2章において､ANPによる意思決定分析手法を述べる｡ここでは､ファジィANP

の開発結果と､ANPを集団の合意形成問題へ適用する手法について述べている｡第3章では､

GIS上で人間の意思を反映させる例として､最適観光経路問題を取り上げ､最適観光経路問

題の解法と､人間の意思を表現しやすいファジィ時変重みをもった場合の最適観光経路問題

解決手法について論じている｡第4章では､GIS上で自在に移動する自動車走行問題に焦点

を当て､GIS道路地図を用いた自動車走行問題の最適解法について述べている｡さらに､第

5章では､実際のGISデータを用いた自動車走行問題を取り上げ､最適自動車走行経路探索

のための一つのシステムを構築している｡また第6章では､高解像度衛星画像を利用した自

動GIS道路地図作成法について提案し､第7章では､実際に沖縄県大東島のGISデータを利

用したサ トウキビ搬送のためのスケジューリングシステムを開発した結果について述べて

いる｡
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